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「arXiv.org会員コンソーシアム」の会費について 

 

１. 会費について  
・ 会費は利用実績に応じて設定されます。 
 2014 年より，NII を通じて支払う機関は 10%のディスカウントとなるコンソーシアム契約に移行しております。

機関宛には，NIIが支払った時点での為替レートにて円建てで請求書を発行します。 
 利用実績に応じて「ランク」が分けられ，以下の表のとおり，ランクごとに会費が設定されています。2022 年よ

り，年会費の算出根拠（利用実績）が，過去 3年間の機関別ダウンロード数から機関別投稿数になりました。ま

た，2026年より，「goldがTop 100，silverがFrequent，bronzeがRegular」とランク名が変更されました。 
 2026 年より，オールスターメンバーシップが新設されました。標準メンバーシップ（従来の会費），オールスタ

ーメンバーシップのいずれかをご選択ください。 
・ 貴機関の2022～2024年利用実績（投稿数）の平均順位（「利用実績（投稿数）ランク」）は以下にて調査できます。 

https://info.arxiv.org/about/reports/2024_institution_submissions.html 
「Institution」の検索ボックスに機関名をご入力ください。「Rank」に表示される値が利用実績（投稿数）ランクです。 

利用実績（投稿数）ランク 

（2022～2024年平均） 
ランク 

Standard Membership 
（標準メンバーシップ） 

ディスカウント会費（米ドル） 

All Star Memberhip 
（オールスターメンバーシップ） 

ディスカウント会費（米ドル） 

※2026新設 

1-100 Top 100 4,500 
（参考）正規会費：5,000 

5,850 
（参考）正規会費：6,500 

101-500 Frequent 2,250 
（参考）正規会費：2,500 

2,925 
（参考）正規会費：3,250 

501以上 Regular 900 
（参考）正規会費：1,000 

1,260 
（参考）正規会費：1,400 

※ 投稿をしていない／上記リストで機関名が検索できない機関についても，$900 または予算に応じた金額で参
加が可能です。不参加の場合回答不要です。 

※ ランクが不明な場合は，申込前にNIIまでお尋ねください。 
 

※ arXivオールスターメンバーシップ（All Star Memberhip）について 
arXiv の「オールスター」メンバーシップは，標準メンバーシップ料金に加えて arXiv を支援したい機関のた
めの新しいオプションです。オールスターメンバーは，標準メンバーシップ料金に加えて追加の料金を支払
うことで，オープンアクセスの取り組みへのさらなる支援を通じて arXiv，所属研究者，そして科学的発見を
支援します（上記表の会費は追加料金加算後の金額です）。arXiv オールスターメンバーは，arXiv のメン
バーシップページでハイライト表示され，arXiv のデジタルコミュニケーションやニュースレターでもより目立
つように表示されます。 

 

２. 会費の支払い方法について  
① 4月：「回答票」をご返送ください。 
② 5月頃：NIIからコーネル大学に会員の名簿を提出します。 
③ 6月頃：コーネル大学からNIIに請求書（ドル建て）が発行されます。 
④ 7月頃：NII（情報・システム研究機構）からコーネル大学にドル建てで支払います。 
⑤ 8月～9月頃：NII（情報・システム研究機構）から各機関連絡担当者様宛に請求書（円建て）を送付します。 
⑥ 各機関からNII（情報・システム研究機構）にお支払いください。 

 

https://info.arxiv.org/about/reports/2024_institution_submissions.html
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（参考） arXiv.orgについて 

arXiv.org は 1991 年に創設された物理学，数学，コンピュータサイエンス及び関連分野のプレプリント・サーバで

す。2018年には二つの新しい分野（Theoretical Economics / General Economics）が加わりました。2026年3月

末時点の論文登録件数は約 299 万件，総ダウンロード数は 2026 年 2 月に 36 億件を超えました。長くコーネル大

学図書館（CUL）が運営してきましたが，2019年1月に図書館からCornell Computing and Information Science
（CIS）に運営が移りました。また，ガバナンスのために会員諮問委員会（会員から選任），科学諮問委員会（科学者・

研究者）を設けています。資金調達に関しては，主にコーネル大学図書館，サイモンズ財団，会員からの会費です

が，スローン財団・ヘイシングサイモンズ財団からも次世代 arXiv イニシアチブのために提供があります。また，オン

ラインでの募金活動も 2015年の試行以来継続して行っています。 
 

※ 最新の情報は arXivのwebサイト「arXiv Reports」をご参照ください。 
（https://info.arxiv.org/about/reports/） 

※ SPARC Japanのwebサイト「arXiv.org」もご参照ください。 
(https://www.nii.ac.jp/sparc/about/international/arXiv/) 


